
回
目草
区

高
島
平
穏
生
事
禦
が
本
絡
化

回
健
康
教
育
で
学
校
が
変
わ
る

図
記
長
問
枠
し
で
副
葱
務
総
長

国
主
輔
叫
が
全
図
録
多
の
時

・
1

v
d

図
訂

説

家
セ
l

ル
に
出
動
！
・

－

E
民

主
審
回
画
局

：

武
厳
野
市
の
住
民
が
東
京
外
郭
て
い
る

．
玉川
大
学
の
小
山
縦
一
い
」介
怒
る
。

条
約
は
』m氏
の
線
一
一

現
状
道
路
の
泡
上
陽
街
路

「外
規
郎
滋
激
回
目
に
よ
る
と
、
欧
米
で
は
興
情

報
への
ア
ク
セ
ス
椴、
決
定
｝
｛

の2
」
対
両
の
無
効
滋
必
な
ど
求
行
政
に
閲
す
る
慌
時
が
多
田
却
し
て
へ
の
多

加
縦
、司
法
へ
の
ア
ク
セ
－
一

受
注
濯
の
判
決
で
、

県
京
地
綾
治
州
が
巡
ま
な
い
災
怖
か
ら

、

な
ス
加
刷
会
保附す
る
。

は
山
脈
刊
の
邑
な
訴
え
を
却
下
し
た
る
ら
ば
初
め
か
ら
市
民
の
怠
凡
を
山
間

「外
瑚
の2
」
成
成
野
説
法
の

行
政
げ
の
ハ
晶Mの
行
使
に
不
こ
う
と
い
う
民
意
の
絞
れ
に
初
代
以
袋
、

、

そ
の
空
く
な
っ

一

似
ω
訴
必
を
副
掴
こ
す
を

J

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
・

た
七
川
被
内
さ
ん
はω印
の
第l

の
成
功
の
た
め
にmm
伐
の
な
る・
仰
の
ね
州
に
ぽ
I

、
に
以
刈
d
ゐ
と
と
b

に
、
に
は
、
活
必
対
絵
と

一一
一
目
｛
環
続
分
野
の
市
氏
穆
耐
条
約
と
川
作
抗

酬で
「仙
刊
の
総
統
制
や
仰
の
－

n
測
は
必
製
と
の
な
剛
容
ぷ
付仰
と
よ
0
・
と
1

似
し
「泊

W
M制
点
在
日
0
8

仰
る
か
の『
処
司淵
技
術

向
た
ち
が、
一
一
－

m
偽
場
、
引一

ド
ド
ム
刊
紙
緑
川M
M
給
付
初
日
必
一
か
泌
を
則
める
に
は

路
湖
凶
器

一

H
命
で
わ
れ
’
何a
似
ら
の
川
抑

ω
清
け
し
E

？
向
ω
う
ち1
分
ω

特
で
も
処
起
を
国
や
り
が

w
』
の
部
品
の
的
犯

の
リ
1
1
7

川
1
4

て
い
れ
・
品
川
』
た

ー

で
は
、
れ
判
的
加
恋
人
り
掛
か
ら
域
型
し
て
は
得
手
ン
マ

ー

ク
の
才
以
』
と
述
べ
和
、
川

市
か
れ

句H

ゃ
明
J
H
Z州
人

t
H41
f

し
て
い
ゐ
＆
と
川
崎
．
m

千
川
に
取
っ
た
点
字
一
1

フ
ス
ー
は
必
設
さ
れ
、

2
0
0

る
日
レ
合
い
の
会
』
路
側
と

l仲l
h刀U
A川
公h
y
J川崎
ぺ
れ
れ
ネ
ッ
ト
の州
内
山
口川
会
白
川
判
J
ゐ
以1
、

川
と
に

1
9
8
7

作
の
峨
廊
崎
両
の
判
例

I

M刊
に
渇
効
し
た
「オ
l

フ
ス
糸
川
民側
と
の
市
行
総
が
蹴
く

・

切
が
あ
る
と
活
レ
た
－P
氏
は、
微
μ点的
川
おm
lド
と
も
に
仰
が
仰
い
山
に
以
川
口
が
め
り
、
心
附
に
附
す
ゐ

m
市
川
約
」
が
め
ゐ・
舗
の
同
とp
h引
が
山

川M刊の
川
削れ古
川
ぬ
る
に
は
、

地

ー
、
N
川
崎4
ω・
い
川
い
ん
ト
ん
州
側
か
仇
川
引

j
ゐ
心
阿
佐
仇
・
つ
G
とV忽
ゐ弘
と

州
俊
明
快
円
札
で
は
処
分
れ
を
・
齢
制
加
則
し
て
い
る
川
下
約
に
川
し
ん
の
川
刈

ω
ハ
尚
校
一
郎
が
け
山
か

a
d川
、
仏

tk
Z

州
注
目
，

f
叫
お

忠
信
的
に
躍
し
て
い
る

・
判決
も
そ
い
久
保
閉
会
警
は

『n
f
星
日
め
て
、
u
的
弱
明
一

川
1
4
4
t

．
：
：

引
い
ら
な
在
留
し
た
お
と
な
っ
た

・

は
提
し
て
お
・
子、
外
務
定
理
主
レ
詰
こ
と

B

で

一

i
t
t
f
i
i
z

納
得
い
く
説
明
が
必
要

4

．ただ
、
時
代
容
に
を
し
ま

g
m
g
Mい
は
な
い
か
。

ーl
L

A
の
ー

で
R
F
h
A川
告
別
白
川
す
さ
と
に
つL
i
t
i

－
－
！

i
k

た
縦
一
机
を
帥
活

。
日

愉
i
八
て
、

ι
1
Mでも
前
例
がMmい

【解
説
】

刈
r

し
犯
に
つ
い
て
今
後
、

日
γ

吋
M
F
J
O
O
億
円
と
さ
れ
い
るm民
の
ス
ポ
ー
ツ
叙
幽
開
削
し
て
「
凶
体
的
な
検
討
は
は
仰
ら
れ
な
い
。
負
担
問
削
の

会
は
メ1
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で
と
桁
婦
、
面
な
鏡
妓
絡
に
て
の
刷
f
b
め
ゐ
のf
1
3

十
分
な
減
川
が
必
憾
と
の
山
ん

ω
胞
の
な
い
負
担
を
や
餓
飯
m
進
、

ァ
ク
セ
シ
ピ
ま
ど
行
っ
て
い
な
い
・

法
に
決
起
や
都
有
地
の
敏
い
に
つ

あ
る
新
閣
議
役
場
な
く
し
霊
が
あ
る
の
は
当
然

。

剛
山
か
、
め
と
1

店
’
ミ

必
が
裂
い
た
。

竹
じ
蕊
諜
知
事
の
対
応
リ
テ
ィ
l
の
向
上
な
ど
の
受
息
づ
い
て
必
烈
奈
川
を
と

い
て
、

こ
れ
ま
で
の
講
の

て
成
室
長
い
・

例
議
苦
手
主
選
よ
く

、

に
問
い
合
わ
せて
い
打
、

一
万、
こ
れ
ま
でu
b

、
む
か
告
の
声
援

「
謀
で
常、

官
り
た
い
」
－

Y話
し
た
＠

泌
総
や
幸
男
撃
し
っ

ι

「
、
ラ
グ
ビ
ー
w
綜
ω
川
附
戸
川
b

闘
に
事
い
る
ま
で
の
知
引
の
的
か
l
b
e
て
し
た
。
そ
れ
が
の
納
得
は

雌離
し
b
』
と
b
て
閣
立
競
技
湯
彬

郎
は
宵
嶋
か
りと
情
報
公
開し
、
よ
り

阿
佐
、
同
議
技
場
の
総
得
を
詰
す
る
こ
と
で
凶
告
な
る
こ
と
や、
思
環
施
設
で
あ
り、

農
に
と
っ
つ
て
穿
と
詰
し
、
聞
と
法
的
に
も
必
め
ら
れ
な
と
間
に
合

っ
た
の
でUか
い
準
君
山
町Jを
は
じて
、
仇
して
、
A，M
の
仇
翼
た
声
が
出
る
の
は
自
然
だ

・

六
会
の
成
功
に
関
わ
る
事
γ重
構
が
出
来
る
か
ど

1

伐
とU
R
α支
U
ね
せ
た
と
合A
Mし
た
・
舛
結
構
は
廃
の
向
ヒ

、

書
発
生
時
の
て
い
荒
く
削
躍
が
あ
る
」
と
令
－
倒
的
に
協
力
し
て
い
く
」
な
と
と
い
嘉
し
た

。

か
」
撃
の
わ
川
H
H
内
た
民
党
は
、
川
訪
れ
仇
仁
川

と
い
う
ぜ
堕
の
朗
自
知

ψ
は
は
凶
日
の
会
見
で

、

施
設
で
あ
る
こ
と
は
縦
い
が
う
か
が

、

今
後
の
知
市
へ
の

1
5
8
1

他
川
のう
句
、

ー

そ
の
俄
拠
と
レ
て

、

大
会
開
防
災機
艇
の
凶k
な
ど
を
学
説
閉
し
て
い
ゐ

。

と
強
刑
制
し
た
＠
加
唱
え
て

、
白
岡
氏
は
、

新
の
白
問
に
、
刊
に
仲
町
の

t
u
判
を
封
附。
殺
伐
川
崎
抑
制
’
・

u
d川
正n
U
A
と
い
う
印
線
が
同
叉
務
銭
湯
の
敷
地
に
合
ま
な
い

。

だ
が
、
納ω
い
く
織
は
剣
勝
誉EGす
る
こ
と
に

吉
のl
に
向
ピ
ゐ
約a
o
r
d
w後
の
ス
ポ
ー
ツ
仮
一
興
の
拠
げ
、
『
六
会
成
功
に
必
須
の
白
川

川
伶
に
つ
い
て
は、

凶
な
耐
震
湖
の
使
H
Mや
犬
同
・
話
筏
嗣
帽
の
総
設
予
定
地
か
ら
「
ぬ
い
凶
川
件
・
川
狩
%
に
泌
ぬ
ゐ
た

め
の
い
川
怖
い
川
市
か
似
犯
と
し
て
れ
る
都

H
H地
の
無
償
貸
与
に
仰
が
な
げ
れ
ば
相
州
民
の
期
解
な
り
そ
う
ぢ
〈
砂

眠一
・

場
．

凶酪
刺
殺
線
上
総
い
ほ
諸
説
時
的
パ
切
符

M
1
d
m
杭v
a
v
－
、抑
制
関
銭
円
V

日
目当
削
に
、
1
Q
1
0
3
1
を

2

が
、a
m

が
熊
償
ロ
ノ
援
し
て
火
器
寄
託
け
ね
た
・

5

、
寝
か
－M

d
g

，
八
七
に
切

J

合
計
・
』
の
H訟
な
批
判
す
ゐ
門
川
h

，弘
宇
噌
ッ
ル
明
く
し
v
市

恥
酬
と
し
《
の
躍に
則
し
て
引
け

1
い
ゐ
あ
．
環
器
雪

ら
な
か
ど
む
の
の
．
H

州
議
に
は
品
す
ゐ
成

，U川

E4
ι

仙
川
J

J
V』
と
で仰
の
的
勾
品
川
令
ι

め
’z
h
H
？
・
λ、

九川
地
む
か
の
必
に
山
旧
党
か
－

H
川
向
内
p々
h
L
を
川
せ
ゐ
な
と
、
n
r

』
川
んol
A”
のl
p
レ
た
い
に

m

公
川
は
の
ト
林
仙
貯
り

A
L

れ
て
い
な
い
弘
の
h
K
M紛山v・
A
Aの
併
刈t
に
ふ
す
て
川
引
へ
の4
h酬
し
川

M
け
の
紡
別
公μ
《
で川
島
、

m
H
Aの利
詩
人
会
以
わ
で
詰
3
0
0

ぬ
担
つ
い
て
白
川
が
市
し
、
向
収！
と
た
ね
ば
な
れ
川
い
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安
心
し

て
過
ご
せ
る

「介
護
付
有
創
刊
老人
ホ
l

ム
』
の

紹
介
始
め
ま
し

た
・

9

調
－富
里
人

東
京
都
弘
済
会

・
・γ
｝
弘

ψ
a
Rド
後

S
H
g
a

’

J

A
S
、
圃

毒
品
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都
議
会

特
別
委

透
明
性
確
保
求
め
る

hロp://www.toseishimpo.co.fp/

m
品
f
s

リ
ン
ヒ
ッ
ク
・

ハ
ヨ
リ
ン
ピ
ッ
ク
仰
必
対
汲
特
別
・
凸
《
か

け
H
V
川
h
w山
、
山川V
似
山
川
山W
W川
酬

H
出州
の
仰
の
質
問
ね
山
引
な
ど
に
つ
い
て
各
党
が
質
疑
を
行
っ
た
円
民

、

公
川
、
代i
h州
ド
』
写
く
の
角
川
が
れ

り
τ

の
も
の
には
殉
解
を
三
公9一
方
で
、

部
のa
m漆
昂
開
山
延
し
た
リ
I
キ
ン
グ
グ
ル
ー
ツ
の
綱

引
《
川
似
品』、
川
比
の州

卸用
を
りA
Vた
め
の
決
定
過
砲
の
透
明
化
に
関
し
て
、

H
f野
党
か
・
均
M
M引
が
総
巾
し
た
。

仲
円
以
党
な
ど
は
仰
が
白
川を

ね
拘
す
る
必
挺
性
の
有
無
や
法
作
的
な
問
販
点
を
指
摘
し
、
ね
刷
刊
の
似
棚
田
や
法
的
な
艶
極
致
不
十
分
と
ぬ
犯
に
反

対
し
た
．

－

Hれ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
ー2
案
を
公
ぷ

h
n
u
u
℃
、
いJ
れ
ら
t

り
い
が
点
的
ゐω川
l

川
L

り
h
m
い
仰
向H
M
白
川
崎
令I
A
L

C

い
ゐ、

J
N
r
u
h
lム
ヘ
1

ジ
で
川
M
Aから
M
M

寄
る
は
か
、
・2
υ

l

卜
か
・
り
の
内
町

g

b
mよ
λ
、
付
内
ド
仏
パ
拍
附
川
此

r
J惜
の

H

4

耐
に側
川配
引

（イ
メ
l
シ
M門は
叫
紛W

袋
内
よ
りJい
の
ドル
以
）

－v
－v：
・

t
j

・
除
－

v

－t

減
別2

・

r民
か
滋
ば
れ
た
。

祈
段
奇
委

口
実
ミ
Lへ
は
伊
乏

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ハ
ラ
リ

！
’

z
－一

て
ミ
’
：
－
，
－

a

，

ン
ピ
ッ
ク
挑
海
刈
領
特
別
後

日
が
代
不
起
立
哉
刊
は
上
品
古

川
会
の
続
出
の
能
動

’
;

, 
.
. 
一
－

J

－
－

i

d

1

，
鴨
川
か
k

利
さ
れ
、
八
郎
党
を

n
A
部
I
N
V例
A

が
『
別
）
ル
」
滋
仔
f
φ
人
引
世
情
泣
人
が
m
に
似
W
M協
な
依
除
く
m
成
多
飲
で
J円
以
し

れ
ι
附
会
し
、
知
引
じ
川
が
山
知
川
町
、
－
刷
、
’

r
J

由
工
い
J
q拘
℃
、
仰
の
作
人

L
n
f
ω名
品
れ
か4

山
γ
例
砧
守
山
川
、
突
般
電
鉄
で
刷
局
制
し
た
三
次
杉
氏
は
訴

環
削
却
を
受
り
て
」
砂
舟
υ

ン
ヒ
y
ク
・

バ
ラ
リ
ン
ヒ

川
、
引
ヰ
川
仰
な
克t
m開
1
9
6
1

作
中
京
・
収
入
の
山
叩
ν
ば
て
仰
心
加k
g
Y
4

部
認
特
理

L

仏
T’h
a
J
叶a
w
t
t
e

苧
泌
4ド
鈴h
Hか
・
り
川
れ
た
。
仰
は
約

5
3
0
0
M
M合と
な
り
、
灸U
が
5

人

’
の
ヲ
ん
、
引
山
川
付
て

勘
同
小
利
政
般
を
初
め
て
い
る

・

川
の
文
払
い
伝
命
じ
ら
れ
た
以

川制
さ
れ
た
＠

m
A
M後、
川

内
中
川
会
川
股
寸
ゐ
ι
山
内
旅
慣
例
策
で
は
、
引
が
代
斉
が
、
『
判
決
以
飲

A
v
m釈の
紛
幼
安
が
聞
か
れ
、
札
滋
に

十
Hハの
庁
と
し
て
、
内Hω
町民
の
ボ
M
M
を
州
山
に山
円
泌
川
な
ぶ
っ
てい
る
」
と
し
よ
り
制
川
博
氏（aH
MO
、

ノ
小
昨
人
記
官
会
結
問
の
え
緊
縮
取
り
て
必
ず
る
。
持
ー
ネ
ッ
小
山
白
鳥
以Qド
U
の
2

川
町
川
代
似の
わ
八
一
修
党
氏
約
し
と

な
っ
た
－
－
ん
教
崎H
Uら
ト

砕
除
く
鎚
成
多
数
で
J詩
人
が
新
た
な
削
窃
に
・
叫
伴

ν

さ
れ
た・

た
。
ま
た、

ラ
グ
ビ
ーw体

主

聞
こ
え
る」
と
の批
判
が
一
削
川
に
ま
と
め
た

「仰
のl
叫
a
川
川u
．

A
U
A
栄
飯
は
剛
山
綴
知
山
下
が
も
た
ら
レ
た

新
た
ま
た

、

滋
山
中
行
却
炎
以
の
に
つ
い
て
決
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